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　　　　　　　1932年の獅子座流星群の観測

　　　　　　　　　（［Leonid　shower　in　1932）

　　　　　流星課月例報告：Report，　Meteor　Section（42）

　　　　　　　　　　山本一清及小雪老二郎

　　　　　　　　　　　　　　〔第　　二　　部〕

6、微光流星の観測　（Observations　of　Faint　Meteors）

微光流星によって輻射瓢を追跡するといふ新しい試みの下に，十一月當初

スツ1カ1の星圖（Stuker，　S亡ern－AtlaS）より輻射鮎を含む星野を，

　　赤経に於て　　　　9時0分より　　　　11時0分まで

　　赤緯に於て　　　北10。0！より　　　30。0ノまで

の範園に亘って複回し，微光流星槻測の希望者に配布した．全期間に及んで

この方面に全力を壷されたのは，大阪市の盤見氏と山梨縣身延の佐野氏であ

って，前者は肉眼叉は双眼鏡に，後者は專ら肉眼によって観測を行はれた．

雨氏の活躍によって獲得せられたる輻射霜を下に示すと，
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　備考　ec印は主要輻射黒占Main　Radiantを示す

　　　　〉ぐ光度大なる流星によるものBy　Bright　Meteors

　以上の結果によれば，輻射瓢は主要輻射難以外に從属的輻射勲を甚だ多く

持つことが知られる．主要輻射黒占の移動も爾氏によってよく槍出されてみる．

帥ち，輻射難は最初やS高緯度の窯にあらはれ，其後漸次東方に移動し極大

日には赤経152度，赤緯北22度附近に活動し，共後干々東方に移り，かなり低

緯度に終ってみる．

7．異朕痕の観測　（Observations　of　Abnormal　train）

　（a）本田氏（Hd）観測のもの

月日
Date

Nov．18

出現時刻
　’1’inle

（J・　C．　’r．）

3h．　7m

確度
NNi　t．

3

光度
Mag．

一1．or

速度
VeL

R

藷

W

療
Train

1．5

幽現黒占
Appeared　at

ct　i　6

1so　l＋22

　消滅黙
Disappeared　at

ct　16

・4唄＋24

　　r

　備考
Remarks

Leonid

備考Remarks雲のため詳ならず・



214 1932年の獅子座流星群の観測　（111本一清，小棋孝二郎）

XE　路 直　微 一秒後、

　上の流星を観測したのは本田氏のみで，他の観測者なき爲實維路の推定が

不可能であり，一って痕の異動の眞相を調査し得ないのは遺憾である．しか

し痕の中心部が速かに北東方の動いたことは零せられる．

　（b）河野蓬雄氏観測のもの
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（③）田中盆造氏襯測のもの

輔響橿搬蒲色
出現黒占
Appeared　at

　清滅黙
Disappeared　at
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Remarl〈s

i55teligv．　slptt　l　m－3

観測地　京都植物園河原西堤防の下，

　　　　　q♪ワ？y嫉　　　　　（3）三蒲城1筑後

　観測者の報告によれば，‘‘此の流星は大流星は大流星で，其の尾がハツキリ

見え，シユーツ，シユーツといふ音が聞え，速度は非常に緩やかで，其の尾

が火花の如く散るのが明らかに見ることが出來た・音は護光後10秒頃から約3

秒程の聞が最も張く聞えた．當時は薄雲があって絵り光度の低い星は見えな

かった．”

　音が獲光後10秒で聞えたとの報告に依って距離を推測すれば約3．4Kmと

なる．この距離は嚢光黒山としてはあまり短かすぎる，恐らく地上近傍に起つ

た他の音と考へられる．この流星も他の襯測はない，

8・流星の爲眞観測　（Photographic　observations）

　今回の獅子座流星群出現に際して，寓眞観測を計書された方々は，阪元鐵

馬（箱崎），宮本正太郎（姫路），宮澤堂（花山），尾形牛夫（大阪），小棋孝二郎

（金屋）等の諸氏であった．前回は阪南氏によって美事なる流星弓偏を得られ

たが，今回は多くの大流星出現の豫想が裏切られた事と，月明が著しく槻弓

を妨害せられた事とで，篇眞撮影に成功したのは大阪市佳吉匠田邊の尾形稚
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王氏のみであった．この流星は同時に同じく大阪府中河内郡高井田村の北村

重雄氏によって眼覗的に認められたが，基線の短V・爲観測誤差の影響甚だし

く，到底信用し得る経路の推定は不可能である・爾氏の槻測は次表の通りで

ある．
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時　刻　Time
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k村

　筆者（小棋♪は十七日及び十八日に小カメラにて計四回の曝爲を行ったが，

流星撮影の機會にめぐまれなかった．

　ee出現鮎の位置は爲眞乾板上の流星像の位置から，清心瓢は二二観測に爲

眞乾板上の経路を参酌して定めた．経路の後孚は乾板の範團外で1省滅瓢の位

置はあまり確かではない．

　　　　　　　　　非常時の「天　界』

　『天界』誌の愛讃者よ，我等の天文界の非常時に備へよ！！

　本會としては七月號より観測部の糠動員を行って，號を追って夫々各

課が登揚し，大いに自力夏生の雄叫びを塞げるべく，目下各方面と協議

計書中であるが，一般會員にして観測部弓たると否とを問はす，この機

に廣く，日頃の研究事項は勿論，又日常槻測上の考案，一寸した思ひ付

き等があれば下記の規定に討って，本二二遠慮なく投稿されたv・．玉帳

は編輯者に於いて決定す．内容は簡略を旨とする事，三面は墨書する事．

　　　　　　　　　　天界の編輯規定

　○なるべく原稿用紙に，左横がきに書くこと．

　○旬丁丁は，日本式の。や、にせす，ロマ字の．，’等とすること。

　○字数は　ポィン1・活字ならば　　　　一頁　28行，　毎行　34字，

　　　　　　6號活字で一段組みならば　同　　37行，　同　　40字，

　　　　　　同　　　二段組みならば　　同　　86行，　同　　19字・

　○〆切は毎月月末


